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森での遊びから環境を考える
しぜんとあそぼデイキャンプ2017 in 高萩スカウトフィールド
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　高萩市商工会・高萩地
域商業活性化委員会が
主催するまちなか大パー
ティーも今年で１０回目。
　この催しはプロムナー
ドフェスタ、青空市たかは

ぎうまるしぇ、スイーツ＆フードフェスタを同時に楽しめる
複合的なお祭りで、ワンコイン商店街も同時に開催。
　小雨が降るあいにくの天気にもかかわらず会場にはた
くさんのお客さんが集まり、２ｍのストローで牛乳の早飲み
をする「ビン牛乳早飲み大会」や「めしどろぼうさん早食い
大会」などのステージイベントも大いに盛り上がりました。

　秋山小学校の３年生が総合的
な学習の時間を使って「さけの
遡上見学、採卵体験」を行いまし
た。見学前にみんなで川のゴミ拾
い。今年は台風などの影響でさ
けの遡上が例年より遅れました

が、「花貫清流の里づくり会」や「はぎっズサポーター」の皆さん
の協力をいただき観察することができました。児童たちは目の
前で行われる採卵作業に興味津々。来年２月ごろには学校の
孵化専用水槽で飼育された稚魚が、花貫川に放流されます。

　子ども文化芸術大学
が市内の中学校３校で
開校。講師を務めるの
は、高萩市出身でイタリ
ア在住の声楽家・國井
美香さん。
　各学校では國井さん
が体育館全体に響き渡る歌声でナポリ民謡を披露し
た後、生徒たちの合唱を直接指導。
「歌声はのどから出すのではなく、お腹から体全体で」
とアドバイス。講座が進むにつれ生徒たちの合唱は
みるみる上達していきました。

　高萩高等学校、高萩清
松高等学校、北茨城養護
学校の生徒が中心となり、
市民憲章推進協議会や高
萩警察署、JR高萩駅など
の協力を得て「高校生さ
わやかマナーアップキャンペーン・あいさつ運動」を実施。
　朝７時３０分から約１時間、高萩駅前で通勤、通学するみ
なさんにさわやかな笑顔で「おはようございます」と声か
けをすると、道行くみなさんも笑顔で応答してくれました。

この有料広告の収入で、まちづくり団体に助成しています。
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　市内の小学校４校の４年生と６年生が、今年８月にグランドオープンした「大
和の森　高萩スカウトフィールド」でデイキャンプを行いました。この事業は、
地域の自然に触れる機会の少なくなった子どもたちに、自然体験活動を通して
「生きる力」「社会を生き抜く力」を養おうと、公益財団法人ボーイスカウト日本
連盟が主催し、茨城県、高萩市が協力して行うものです。子どもたちは８名程度
のグループに分かれ、ボーイスカウトの指導者からロープのしばり方やテントの
張り方などを学んだり、巨大ブランコや壁のぼりなどで楽しい汗を流しました。
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　市と高萩警察署は、大
規模災害発生時に警察
署の活動拠点・待機場所
として高萩市の施設を
一時使用するための協
定を締結しました。
　小田木市長は「本市の

安全安心につながり、大変心強い」と挨拶。高萩警察
署の長峯署長は「災害発生直後において警察では多
岐にわたる対応が求められる。この協定により危機
管理体制の強化が図られ、迅速な災害対応が可能と
なる」と話されました。

　毎年の秋の恒例行事、第38回高萩市産業祭。
　今年は中央公民館や市民体育館に加え、市役所新
庁舎敷地などを使って盛大に開催されました。
　市内の商工業者や各種団体など77のブースが軒
を連ね、地元の野菜や特産品、花園牛のステーキなど
がお値打ち価格の販売でどこのブースも大盛況。
　特設ステージでは、松ヶ丘認定こども園の日本太

　市の将来や身近な問題について考え、市政への関心や
議会の仕組みなどを学ぶことを目的に、萩っ子議会が開催
され、市内の各小中学校を代表する児童生徒が「萩っ子議
員」として一般質問に登壇しました。議員からは、安全安
心なまちづくりや観光振興、自然環境の保護など幅広い観
点から質問や提案があり、小田木市長は「皆さんの貴重な
ご意見を市政に反映し、次世代を担う皆さんが郷土を愛
し住み続けたいと思う街にしていきたい」と答えました。
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　秋の全国火災予防運
動が始まるこの日、高
萩市消防本部では、火
災予防啓発活動の一環
として日本ケミコン株
式会社高萩工場に勤
務する大橋優希さんを
一日消防長に迎え、火災予防活動を行いました。
　一日消防長に任命された大橋さんは、消防職員への
訓示や服装点検を終えると、消防車に乗り込み市内を
巡回。市内の大型店舗で来店者に防火啓発の呼びか
けを行いました。

この有料広告の収入で、まちづくり団体に助成しています。
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高萩警察署と災害時の
施設使用に関する協定を締結

119番の日
一日消防長が防火呼びかけ
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高萩市産業祭
11
18・19 鼓の演奏やフラダンス・キッズダンスなども披露さ

れ、産業祭に華を添えてくれました。
　地場のお米や野菜を使った総重量4kgの特大カ
レーライスの大食い大会では5組10名の参加があり、
20分の制限時間でより多くを食べた自衛隊チームが
優勝しました。
　両日とも協賛企業から提供頂いた様々な商品の大
抽選会があり、抽選が行われるたびに大きな歓声が上
がりました。

子どもたちが高萩を考える
萩っ子議会開会
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